












「製造業のデジタル化」のまとめ
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• 第4次産業革命では生産性向上を軸として、日本発の指標「OEE」が基準となっている

• 変動する時代では、デジタル化を軸にSC/ECを統合した全体最適化が進む

• 一方、異種連携のためのAIレイヤーが求められるが、機械学習等だけでは対応が困難
な領域で、リーン生産等の日本の経験値を活かせるポイント

• サプライチェーンの全体最適に向けては、多様な問題を視野に入れるため、ユースケー
ス作りが最初のステップとして進めると良い。

• ここでは、異なった立場、視点での活動であるため、企業内でセクショナリズムに陥るこ
となく議論することが重要。

• ユースケースの中でも、特にCFP（やSC構造可視化）は全企業横断で取り組む必要
があるので、最初に取り組むユースケースとして最適かつ、優先されるテーマ。-







第四次産業革命へ向けてのASEAN各国の認識
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The 4IR Country Readiness Evaluation Countries, who have launched IR4.0 related initiatives,
span across 3 levels of maturity











「ASEANにおける製造業の現状」のまとめ
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• ASEAN各国では内需拡大に対応する第4次産業革命の政策支援を推進

• ここでは、各国の産業構造に対応した施策が必要で、日本からの打ち手も分析は必要

• 一方、先進国は自動化技術の導入を提案し、産業人材教育での足場を固めている

• 現地では、自動化だけでは自国の産業育成に不十分との見方、日本からのリーン生産
教育の重要性は理解されつつある

• 日本がこのまま手をこまねいていると、現実問題として欧州がものづくり基盤を席巻する

• 日本としての差別化ポイントのひとつは（欧州起点と同様の自動化ではなく）、リーン
生産を始めとしたASEAN現地に適したキャパビルであり、今後、ユースケースを作って
いくうえでも、このような観点を忘れてはならないのではないか


